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序論

「ヴィクトリア朝における知的職業に携わる女性たち」というテーマの元に、平成12年度は

イラストレーターについて考察し、さらに昨年度は、ヴィクトリア朝後期における若い女性の

ための職業紹介や教養教育に貢献した雑誌『アタランタ』（Atalanta）について論じた。すなわ

ち、女性の労働に関して言えば、ヴィクトリア朝の前期には、仕事をしたくとも、また、才能

があっても、中流階級の若い女性には「ガヴァネス」以外には、好ましい仕事はなかったが、

後期になると、未婚の女性の激増、都会化に伴い、ビジネスの場面での女性の仕事の増加、そ

して、女性の高等教育の成果による医師や教師の職業など、わずかではあるが、希望の兆しが

見え始めてきたのである。

今年度は、ヴィクトリア朝における知的職業として、女性のエディターを取り上げ、中流階

級の女性にとっての職業の選択が不自由であった時代において、「エディター」という職業はど

のような意味、役割を持っていたのかを考えてみたい。イギリスにおいては、1860年代頃から

雨後の筍のごとく驚くほど多数の雑誌の発行をみた。それはイギリスにおける印刷術の発達・

改良にともない、一般大衆も比較的安い値段で、新聞・雑誌を購入することが可能になったこ

とによるものである。各種の新聞・雑誌は、一般大衆の読み書き能力の向上に貢献し、人々の

教育と娯楽に役立ったのである。

では、雑誌を提供する側の出版社の状況はどのようなものであったのだろうか。雑誌の出版

に携わる女性エディターはどのような仕事をしてきたのであろうか。特に、今回は雑誌の編集

に携わった女性エディターについて考えたい。

１．「女性」エディター

雑誌のエディターの仕事は、作家たちから寄稿された原稿の校正、挿絵の選択といったいわ

ゆる編集作業だけでなく、挿絵画家や版画家、出版社とのあらゆる交渉、そして多くの場合、

自ら記事を書くことであった。というのは、ファミリービジネスとして受け継ぐ以外、『コーン

ヒル・マガジン』（Cornhill Magazine）を手掛けたサッカレイ（William M. Thackeray）のよう

に、成功を収めた小説家がこの職業に就くことが多かったからである。ファニー・グリーン

（Fanny Green）は、理想のエディターを、いかなる職業でも特出できる技と知識の素晴らしさ
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を合わせ持ち、「成功した作家の文学的素質」を備えた人物と述べている（Onslow 106）。その

意味で、女性エディターたちの登場も、数多くの女性作家が台頭し、繁栄したヴィクトリア朝

後期という時代の特徴と見なすことができるであろう。しかし、女性がエディターとして活躍

することは、決して容易なことではなかった。

Whatever the ideal requirements of successful editorship, achieving it at all depended on factors
which were the reverse of women’s usual condition. Their education was all too often inadequate,
political sophistication was discouraged and their personal expectations and ambitions modest.

（Onslow 106）

教育や政治性、経験や野心といったエディターとして求められる要素は、この時代に相応しい

とされた理想的女性像とは相容れないものであった。それゆえ、多くの女性がエディターとい

う地位を獲得したとしても、長くは続かなかったのである。

エディターという仕事において、女性の活躍を阻んだ最も大きな問題は、能力の欠如という

よりも、むしろこうした時代の女性像に期待された女性性、フェミニニティの呪縛であった。

彼女たちには、実務能力（だけ）でなく、編集姿勢において女性としての「慎み深さ」（“modesty”）
が求められ、取り扱う内容には「繊細さと品に関する厳しい制限」（“strict boundaries of delicacy
and taste”）を受けていた（Onslow 113, 116）。また、私生活も評価の対象になっていた。例え

ば、リンダ・ヒューズ（Linda Hughes）は、ロザモンド・マリオット・ワトソン（Rosamund
Marriott Watson）が、好調であった『シルビアズ・ジャーナル』（Sylvia’s Journal）のエディター

としての地位を突然失った原因の一つとして、彼女が夫と子どもを捨て、恋人を選んだことを

挙げている。また、「エディター」という肩書きや収入は、実質的に女性がエディターとしての

仕事をしていた場合でも、男性の家族（兄弟や息子、夫）のものとなり、さらに「経営者」

（proprietor）としての彼らの介入を受けなくてはならなかった。あるいは、マーガレット・オリ

ファント（Margaret Oliphant）のように、有名出版社との契約を望んだり、ハイレベルな雑誌を

めざすことも、女性らしからぬ希望と考えられたのである。

このような厳しい状況にもかかわらず、多くの女性が様々な目的で、エディターとして活動

を始めたのである。例えば、ホール夫人（Mrs. Hall）は「女性作家を鼓舞し、社会的、教育的

問題に言及した真面目な記事を出版し、働く女性を応援」（Onslow 119）するために『シャープ

ス』（Sharpe’s）を手掛けていた。その他にも、女性たちは、自らの経済的成功のために、ある

いは、世論への影響力を求めて、また女性運動の一貫として、そして子供を含め大衆の宗教的、

文化的教化のために、エディターという仕事に携わっていたのである。

バーバラ・オンスロー（Barbara Onslow）は、『19世紀イギリスにおける出版業に携わる女性

たち』（Women of the Press in Nineteenth-Century Britain, 2000）の中で、『タイト』（Tait）を手掛

けていたジョンストーン夫人（Mrs Christian Johnstone）を「最も影響力のあった女性エディ

ター」として紹介しているが、同時に、女性を取り巻く厳しい環境の中で、10年から40年とい

う長期に渡って、安定した編集活動を行なっていたエディターとして、メアリー・ブラッドン

（Mary Braddon, 1837–1915）、エレン・ウッド（Ellen Wood, 1814–1887）、そしてシャーロット・

ヤング（Charlotte Yonge, 1823–1901）に注目している。彼女たちが携わってきた雑誌は、大き

く２種類のタイプに分けられる。一つは、ブラッドンやウッドが手掛けていた、主として下級

中流階級の女性の読者を対象にする雑誌であり、もう一つは、ヤングに代表される子ども向き
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の雑誌である。しかし、一般の雑誌や、新聞のエディターを「女性」が務めることは少なかっ

たようである。それはなぜだろうか。また、女性エディターたちの編集方針はいかなるもので

あったのだろうか。

２．下層中流階級の女性のための雑誌

10年以上もの間、エディターとして活躍した、メアリー・ブラッドンとエレン・ウッドには

幾つかの共通点をみとめることができる。ブラッドンは離婚した母親との生活を助けるために、

また、ウッドは仕事がうまくいかなくなった夫との生活を支えるために、いずれも経済的理由

から、本格的に執筆活動に取り組み始めたのである。また、60年代初めから作家として活躍を

始め、爆発的な人気を得て後、共に1867年から、ブラッドンは『ベルグレイヴィア』（Belgravia）
を、ウッドは『アーゴジー』（Argosy）の編集を始めている。そして、何よりも２人に共通する

点は、彼女たちが「煽情小説家」（sensation novelist）として、絶大な人気を誇っていたことで

ある。ウッドの代表作『イースト・リン邸』（East Lynne, 1861）、ブラッドンの代表作『オード

リー卿夫人の秘密』（Lady Audley’s Secret, 1862）、いずれも20世紀に入るまで、版を重ね続けて

いたのである。このことが２人の雑誌が成功した大きな要因である。

メアリー・ブラッドンは1867年から87年までの約20年間、『ベルグレイヴィア』のエディ

ターを務めた。ヒューズが評するように、ブラッドンは「徹頭徹尾プロフェッショナルで如才

ない実業家」（“a thoroughgoing professional and shrewd businesswoman”）であった（Hughes 1983,10）。
その実業家たる一面は、雑誌のタイトルにも垣間見ることができる。

［Mary Braddon］apologized for the ‘snobbery’ of the title as ‘the beat bait for the shillings of Brixton
and Bow’, and Wolff is no doubt right in describing its intention as making ‘lower middle-class
readers think they were entering the world of high fashion’.（Onslow 121）

本来、ベルグレイヴィアとは、ロンドン、ハイドパーク近くの上流階級の人々が住む地域のこ

とであり、そこから「上流階級」自体を意味することもある。ブラッドンは、そうしたタイト

ルを付けることによって、下層中流階級の読者の購買心をくすぐったのである。その他にも、

連載小説の読者に対する「焦らし」の効果などを充分に理解したエディターによって、『ベルグ

レイヴィア』は、年間の平均売り上げが15,000部に達する、流行雑誌となったのである（Altick
359）。
エレン・ウッド、通称ヘンリー・ウッド夫人（Mrs Henry Wood）も、同じく1867年から『アー

ゴジー』の編集に携わり、1887年に亡くなるまでの20年間、この仕事に力を注いだ。彼女の雑

誌の成功は、そこに掲載される彼女の作品が大きな要因と考えられる。

Enormously successful as an editor, Wood used her magazine as a vehicle for her own work to the
extent that at least half the material in each issue was regularly written by Wood herself.（The Literary
Encyclopedia and Literary Dictionary）

ウッドは、小説だけでなく、「各号少なくとも半分程度」は彼女自身で執筆を行ない、さらに

は、「ジョニー・ラッドロウ」というペンネームを新たに用いて、短編小説も書いていた。それ
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もまた、読者の人気を集めたのである：“The magazine’s immense success was due not to her serialized
novels but her monthly short stories under the pseudonym ‘Jonny Ludlow’.”（Adey 305）

雑誌の売り上げを伸ばすためには、自分以外の寄稿者や作品を飾る挿絵画家の選択も、大き

な問題であった。とりわけ、女性エディターにとって、こうした問題は、「エディターが女性で

ある」というだけで、一層深刻であった（Onslow 109）。しかし、『アーゴジー』には、トロロー

プ（Anthony Trollope）やキングスリー（Charles Kingsley）、リード（Charles Reade）などの多く

の著名な作家が寄稿し、また挿絵に関してもウォルター・クレイン（Walter Crane）やエレン・

エドワーズ（Mary Ellen Edwards）など、流行の画家たちが参加していることも、大きな特徴で

ある（White 72–3）。
前述したように、この２人の女性エディターの雑誌は、連載される「煽情小説」の人気ゆえ

に売り上げを伸ばし、エディターとしての地位も長く維持されたのであるが、当時、このジャ

ンルの文学的評価は、いたって低いものであった。

The women’s sensation novel was usually regarded as a low form, tainted by its association with a
variety of familiar popular forms ; it was an ephemeral, formulaic, mass-produced commodity,
‘redolent of the manufactory and the shop.’（Pykett 8）

大変な人気を博すものの、数の多さゆえに「大量生産的日用品」的作品として、決して正当に

は扱われなかったのである。また、読者層に関して言えば、ウッドの『アーゴジー』も、ブラッ

ドンの『ベルグレイヴィア』と同様、下層中流階級の女性（“the dull, circumscribed lives and
conventional religious values of her mainly female, lower-middle-class readers,” Adey 306）が中心で

あった。こうしたことが、まさしく、女性エディターという職業において、当時の女性の労働

に関する問題点を反映している点と考えられるのではないだろうか。すなわち、ハイレベルな

内容の雑誌は女性に相応しくないとして認められず、一方、大衆的なものは正当にその価値を

評価されないのである。

３．子どものための雑誌

ジョン・ニューベリー（John Newbery）は、イギリスの児童書の出版界で先端にいた人物で

あるが、1751年に彼によって出版された『リリパティアン・マガジン』（Lilliputtian Magazine）
は、イギリス最初の子どものための定期刊行物であった。カーステン・ドロトナー（Kirsten
Drotner）はその著書『イギリスの子どもと雑誌1751–1945』（English Children and their Magazines
1751–1945）の中で、『リリパティアン・マガジン』に続いて、「1752–1800年の間に、11種の児

童雑誌が出版された」（Drotner 18）と述べている。その中に『児童雑誌』（Juvenile Magazine）
という雑誌があり、エディターは匿名ではあるが、その雑誌の内容について簡単な説明が付け

加えられている。

“A young lady’s best ornament is silence,” declared the anonymous woman editor of the Juvenile
Magazine, and in order to achieve this ideal, constant training in self-control was needed.（Drotner
20）
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当時の若い女性は寡黙であることが美徳とされており、理想的な女性になるためには、「自己

抑制」の鍛錬が必要とされた。ドロトナーはその本の脚注において、この雑誌の匿名のエディ

ターをレイディ・フリオアー・フェン（Lady Fleaor Fen）だと推測しているが、その詳細は不

明である。

その後、19世紀に入ってから、シャーロット・ヤングが、同類の雑誌『マンスリー・パケッ

ト』（Monthly Packet，1851–98）を発行し、また、これと並んでヴィクトリア朝を代表する子ど

ものための月刊誌『アーント・ジュディズ・マガジン』（Aunt Judy’s Magazine, 1866–）が、ギャ

ティ夫人（Mrs Gatty, 1808–1873）によって刊行された。この雑誌の編集は、後にギャティ夫人

の娘であるユーイング夫人（Mrs Ewing, 1841–1885）によって引き継がれたのである。

この章では、子ども向きの本の作家であり、また、子どもの雑誌のエディターとして活躍し

た四人の女性、ヤングとギャティ夫人、ユーイング夫人、さらに19世紀末に活躍したミード

（L. T. Meade, 1844–1914）を取り上げ、それぞれの雑誌の目指したもの、あるいは、エディ

ターとしての主義、そして、子どもの本の作者としての考え方をみてみたい。

①シャーロット・ヤング

19世紀半ば頃、比較的低年齢層の子ども向きの雑誌はあったが、当時の上流、中流階級の若

い娘たち（10代後半）にふさわしい雑誌というものがなかった。彼女たちは、説教集や、成人

向けの小説を読むか、低年齢の子どもの雑誌で満足せざるをえなかったのである。そこでヤン

グは若い女性向きの読みものを念頭にして、教育的内容も考慮しつつ、雑誌の編集にとりかかっ

たのである。

ヤングが始めたのは、『英国国教会の若い信徒のための夕べの読みものを詰め込んだ月刊誌』

（Monthly Packet of Evening Readings for Younger Members of the English Church）という長いタイト

ルの雑誌（以後短縮して『マンスリー・パケット』とする）で、これは1851年から1898年まで

続いた。その間、彼女は1890年まで80巻を一人で編集してきたのであるが、その後、アシスタ

ントであったコールリッジ（C. Coleridge）と共同で編集を続けた。彼女がこの仕事を辞めるこ

とを潔しとしなかったのは、エディターの仕事は完全に彼女の人生の一部分になってしまって

いたからである。

図１ 『マンスリー・パケット』



－ －220

名古屋女子大学紀要 第 49 号（人文・社会編）

この雑誌の読者とその内容について、彼女は第１巻の “Introductory Letter” において、英国

国教会の若い女性、しかも上流、中流階級の子女のためのものであるとして、次のように述べ

ている。

A sixpenny monthly, it was chiefly aimed at the rector’s and the professor’s elder daughters, “young
girls, or maidens, or young ladies, whichever you like to be called, who are above the age of
childhood, and who are either looking back on school-days, with regret, or else pursuing the most
important part of education, namely self-education,” as the editor stated in her “Introductory Letter.”

（Drotner 118）

また、この雑誌の出版の意図は次のように述べられている。

The Monthly Packet was meant as “a companion in times of recreation, which may help you to
perceive how to bring your religious principles to bear upon your daily life,” and this endeavor was
clearly thought of as a female prerogative（1, no.1［January, 1851］, pp. i–iv）.（Drotner 118）

この雑誌は若い人々のトラクト運動支持者の宗教がしみこんだ雑誌で、女性の慎み深さとキリ

スト教的良心が家庭環境の中で育まれていく道徳的向上をその特徴にしてきたのであり、この

雑誌の意図は、信仰上の教義を若い女性たちの日常生活に適応させていくことであった。しか

しながら、その発行期間が40年以上の長きに及ぶことは、そのスタンスの修正を余儀なくする

のであり、エイミー・ド・グラチー（Amy de Gruchy）は次のように、読者層の変化を認めてい

る。

In later years, many Anglo-Catholic developments were accepted by the magazine, which also
became more tolerant of Roman Catholicism and Non-Conformism.（De Gruchy）

読者の対象は、国教会の女性に限らず、他の宗派の子女にも広がっていったことが指摘される

が、教育とミッショナリーの仕事や慈善の心を読者に喚起するというヤングの考え方は、常に

変わらなかったようである。

ヤングが『マンスリー・パケット』の編集を始めるにあたっては、オックスフォード運動の

指導者であるキーブル牧師（John Keeble, 1792–1866）の多大な影響があったと言われているが、

彼は、彼女の信仰、そして生き方の指導者であり、さらに、文学活動の上でも影響を与えた人

物であった。ヤングが日曜学校の教師をしていた頃に、教会関係者は子どもたちの信仰を高め

るための読み物を必要としていた。子どもの読み物として、良質のものが少なかったからであ

る。ヤングに創作の才能を見出したキーブル牧師が、彼女に日曜学校の生徒のための物語を書

くように勧めたのであった。吉井紀子は『ひなぎくの首飾り』の中で、ヤングが創作を始めた

ときの状況を次のように言っている。「他の多くの先輩作家が犯した失敗、すわち宗教上の教育

目的を余りにも露骨に表現した為の失敗を繰り返さないようと、注意した。」（吉井130）
こうして、『マンスリー・パケット』には、女性の慎みとキリスト教の良識が展開される物語

が連載読み物として掲載されていくことになった。1853年から始まった『ひなぎくの首飾り』

（The Daisy Chain, 1856）もその連載の物語の１つであり、彼女の代表作になったのである。こ
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の雑誌の社会への功績は、子どものための読み物への一般の読者の関心を集めたことが挙げら

れるが、その他に、子どものための物語作家を育成することに貢献したのである。この後に取

り上げるユーイング夫人なども作品を掲載する機会を与えられた女性作家であった。

②ギャティ夫人とユーイング夫人

『アーント・ジュディズ・マガジン』はヴィクトリア朝中期を代表する子どものための月刊誌

である。この雑誌はユーイング夫人の母親であるギャティ夫人によって1866年に創刊された。

それは彼女より少し前にスタートしているヤングの『マンスリー・パケット』を強く意識した

ものである。『野に出た妖精たち』の中で、中野節子はギャティ夫人がその雑誌を始めた理由の

１つとして、「文学者としてのシャーロット・ヤングに対するライバル意識があったであろう」

（中野66）と指摘している。当時、ヤングは国教会の後ろ盾があり、売れっ子の作家であった。

ギャティ夫人は、そうしたライバル意識の一方で、娘ジュリアーナを作家として文学界にデ

ビューさせたかったために、ヤングの『マンスリー・パケット』誌に娘の作品を掲載してもら

いたいと働きかけたのである。それが功を奏し、ジュリアーナの作品として、1861年７月に

「小さな芝生」、８月に「黒つぐみの巣」いうような小品が掲載され、子どものための読み物と

して評価を受けるに至ったのである。そのことから、娘の作品が常に掲載されるような定期刊

行物を自ら発行することをギャティ夫人は思いついたのであった。さらに、定期刊行物の発行

により、毎月決まった収入を得られるという経済的理由もまた、彼女の雑誌発行の意欲を促し

たのである。

こうして、1866年５月、自分がエディターとなり、ギャティ夫人は『アーント・ジュディズ・

マガジン』を創刊したのである。この雑誌の主旨は、創刊号のはじめのことばの中で次のよう

に表明されている。彼女が目標にしたのは、「美術的にも文学的にも優れているということ」で

あった：“We have everywhere sought for excellence, both in art and literature.”（AJM 70）確かに、

この雑誌の４人の少女の優雅な挿絵をはじめ、随所に良質の挿絵が挿入されている。また、文

学的にも内容が新鮮であり、アンデルセン物語の英訳をはじめ、ナーサリー・ライムの背景の

紹介、書評（Talks on Books）まで、内容が豊富になっている。

当然のことながら、この雑誌の主たる寄稿者は娘のジュリアーナ（ユーイング夫人）であっ

た。この雑誌は質の高い幾種かの定期刊行物中にあって、最高の賞賛を得ていたのである。雑

誌名である「ジュディ」（Judy）は、この雑誌のエディターであるギャティ夫人が作り出したも

のであるが、彼女の死後は、この雑誌への最も重要な寄稿者で、彼女の娘であるユーイング夫

人によってエディターの仕事は受け継がれた。

この雑誌の特徴として、アンデルセンやルイス・キャロルの作品を掲載したことが挙げられ

る。アンデルセンの作品を評価したことや、キャロルの作品を掲載したことは、子どもたちが

妖精物語、ファンタジーを読むことを奨励していることであり、上流、中流の子女の道徳やお

行儀の教育や宗教的修養を旨とした雑誌とは大きく異なるところである。

ユーイング夫人の作品「オーヴァーザウェイ夫人の思い出」（“Mrs Overtheway’s Remembrances”）
とか「６歳から16歳まで」（“Six to Sixteen”）など、地味で穏やかな家庭のお話が掲載されてい

たが、こういった作品は雑誌の財政的な繁栄とは相容れないものであった。

エディターは『アーント・ジュディズ・マガジン』の存在をもっと世間に知らせるためにキャ

ンペーンを起こす必要があるという考えをこの雑誌の緒言（“Editor’s Address,” AJM 4, no. 19,
November 1867, 70）で述べている。このことは、ギャティ夫人たちが反対を唱えてきた、当時
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のいわゆる「扇情的な」話を掲載する雑誌が宗教的な子どもの雑誌を急激に追いやってしまっ

たということと関わりがあった。そこで、宗教的な雑誌も、「道徳と利益」ということを結合さ

せて、読者の範囲を下層中流階級や労働者階級の子どもたちにまで広げようとしたのであった。

その一方、新しい傾向として、『ボーイズ・オーン・マガジン』（Boy’s Own Magazine）のよう

に性別と年齢によって読者を分けていこうとする雑誌の出版もみるようになった。

③L. T. ミード

L. T. ミードは19世紀のイギリスにおける少女小説作家の中でも、最も多作の作家として知

られている。しかし、およそ280冊の作品のすべてが少女小説というわけではない。彼女は子

どもと大人の両方にむけて作品を書き、またそのジャンルも多岐に及んでいる。ライマーは彼

女の作品について次のように紹介している。

Meade wrote in a wide variety of other genres for both juvenile and adult audiences, including “street
arab” tales, historical adventure stories, fantasies, domestic stories, robinsonnades（island survival
tales, a genre established by Daniel Defoe’s Robinson Crusoe, 1719）, nursing stories, detective tales,
medical mystery novels, and crime stories.（Reimer 141, 193）

学校物語から浮浪児の物語、家庭小説から探偵小説まで、そのジャンルは実に広範囲である。

何しろ彼女は12歳で物語を書き始め、15歳のときに書いた本が、数年後ロンドンで出版された

図２ 『アーント・ジュディズ・マガジン』の年間
号の表紙

図３ 『アタランタ』の表紙



ヴィクトリア朝における知的職業に携わる女性たち（２）

－ －223

のであり、その執筆期間は40年間にも及んだのである。ミードは作家としての経歴の初期の段

階で、プロの流行作家として世に認められたのである。その長い年月の間には、ミードの関心

は、都会のスラムに住む子どもたちの現実を見つめ、社会の現実を扱う小説に向けられたこと

もあったが、それは彼女の小説の背景に用いられているという指摘がある。

ミードは、1887年から月刊誌『アタランタ』の編集を始めた。これはラウトリッジ社の『エ

ヴリ・ガールズ・アニュアル』（Every Girl’s Annual）という雑誌を『アタランタ』と改めたの

であり、文学的内容を特徴とするかなりハイレベルの雑誌であった。この雑誌の特徴は、当時

の流行作家であったロバート・ルイス・スティーヴンソン（Robert Louis Stevenson）、モルズ

ワース夫人（Mrs Molesworth）、ジョージ・マクドナルド（George MacDonald）などの小説や、

クリスティナ・ロセッティ（Christina Rossetti）、ジーン・インジェロー（Jean Ingelow）などの

詩や、シャーロット・ヤング、トーマス・ヒューズ（Thomas Hughes）などのエッセイを掲載

している。さらなる特徴として、家庭を出て、働きたい少女のために職業を紹介するような特

集記事を掲載したり、スカラーシップを提供したりする新しい試みを行ったことがあげられる。

シャーロット・ヤングも、ギャティ夫人やユーイング夫人も、彼女たちのエディターの仕事

は家庭において行っていたのであるが、ミードは職場で午後から夜７時まで仕事をしたと言わ

れている。19世紀末になると、編集の仕事もより専門性を帯び、創作という本業の片手間に行

うことが出来にくくなっていったのではないだろうか。彼女が編集の仕事を辞めたのは、自分

の小説に専念することを選んだからであった。

本論で取り上げた雑誌は、いずれも長期にわたって女性エディターによって編集され、出版

されたものである。しかし、男性エディターたちによる雑誌の数や種類と比較するとき、こう

した彼女たちの仕事は、下層中流階級の女性の娯楽、あるいは、子どもの教育や娯楽という、

いわば、主流から排除された、周辺的領域に追いやられた分野に限られていると言えるのでは

ないだろうか。このことは確かに、1860年代から80年代という時期における女性エディターと

しての限界を示唆するものであるかもしれない。しかし、1860年以降に始まった、出版業への

女性たちの進出は、実はこれからなのである。世紀末、あらゆる種類の分野の、より専門的な

領域を扱う、女性エディターの台頭が見られることになるのである。それについては、さらに

リサーチを行なう予定である。
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